
食物アレルギー対応チェック方法

 

【小中学校版】

除去食 一部献立の除去 弁当持参

献

立

決

定

①個別対応

「献立表（確認用）」

②献立内容をチェック

（確認サイン記入）

④個別対応

「献立表（確定版）」

前月中旬から月末までに実施

保護者
②献立内容をチェック

（確認サイン記入）

①個別対応

「献立表（確認用）」

学級担任等

④個別対応

「献立表（確定版）」

③報告

食物アレル

ギー担当者
（栄養教諭等）

「個別の対応カード」 （※）

（※）「個別の対応カード」は年度当初に作成。誰もが食

物アレルギーの食材、対応が分かるように示しておく。

食物アレルギーの状況が変わればその都度変更する。

配

膳

食物アレルギー対応のある全児童生徒に関する情報を全教職員で共有

職

員

朝

礼

「献立表（確定版）」と「個別の対応カード」をもとに配膳（または除去）

学級担任等（可能な限り複数の教職員）で、「献立表（確定版）」と

「個別の対応カード」通りに間違いなく配膳できたか最終チェック！
喫食前

確認！

・除去食が間違いなく

配膳されたか

・対象となる献立が

配膳されていないか

・持参した弁当がそろっ

ているか

・対象とする献立が

配膳されていないか

声出し指さし確認

○当該児童生徒が誤っておかわりをしないように確認する。

○当該児童生徒が他の児童生徒の給食をもらうなどのやりとりをしないように確認する。

○給食中から当該児童生徒の様子を観察し、症状の早期発見に努める。

○食器返却時にも当該児童生徒が除去した食材に触れることがないように注意する。

栄養教諭等は状況に応じて教室を巡回するなど、当該児童生徒の食べている様子を確認

喫

食

返

却

【食物アレルギー対応 実施日の流れ】

管理職


